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1月号

がんばれ/駅伝選手団

阿波路をかける新春恒例の徳島駅伝大会が月  4日から 6

日までの 3日間開催されます。

今年は勝浦コースが採用され，地元を走るとあって，選手団

も今まで以上に奮起しています。

町民のみなさんのご声援をお願いします。 

( 6ページに関連記事)

町民のうごき

世帯数  1，959戸・人口男  3，936女 4，026計 7，962(昭和58年12月 1日現在)


出生男3女3計6・死亡男4女2計6・転入男4女6計10・転出男 B女 11計19(昭和58年11月中)
 

広報カ、つうら 1月号=163・昭和59年 1月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511(代)


1 勝浦川堤防で強化  
!練習に励む選手団  t 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第163号 カミ fコ フ ら 昭和59年� 1月 1日 (2) 

年
頭
の
あ
い
さ
つ
勝浦町長

桜木義夫

新
設
事
業
な
ど
い
よ
い
よ
仕
上
げ
の

段
階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
き
ら
に

町
内
で
の
働
き
場
所
を
確
保
す
る
た

め
の
施
策
と
し
て
進
め
て
お
り
ま
す

工
場
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年

早
々
に
キ
タ
ジ 
7
木
材
加
工
が
旧
病

院
跡
地
を
利
用
し
て
本
格
操
業
に
は

い
り
、
次
い
で
八
月
に
は
那
賀
川
製

作
所
が
、
従
業
員
四
十
三
人
の
陣
容

で
ス
タ
ー
ト
し
、
引
き
続
き
町
内
既

設
誘
致
工
場
め
移
転
拡
充
計
画
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

一
方
、
町
内
の
道
路
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
坂
本
バ
イ
パ
ス
が
、
地

元
関
係
者
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
に
、
用
地
買
収
を
進
め
て
お

り
新
年
度
か
ら
の

一
部
着
工
を
目
指

し
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
中
山

・
沼
江
バ
イ
パ
ス
も
改
良
計
画
策
定

に
向
け
て
実
施
測
量
や

一
部
用
地
の

先
行
取
得
な
ど
が
で
き
る
よ
う
関
係

各
位
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
い
ま

国
で
は
百
十
兆
円
と
い
う
膨
大
な
国

債
を
抱
え
、
財
政
再
建
の
た
め
に
毎

年
の
予
算
編
成
で
は
、
徹
底
し
た
歳

出
削
減
と
行
政
改
革
を
進
め
よ
う
と

勢
に
呼
応
し
て
、
す
で
に
徳
島
県
で

は
行
財
政
改
善
研
究
委
員
会
の
答
申

を
受
け
て
、
組
織
機
構
の
改
革
な
ど

行
財
政
の
改
善
合
理
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
去
る

十

一
月
十
一
日
に
、
勝
浦
町
行
財
政

改
善
調
査
会
を
設
置
し
、
よ
り
効
率

的
な
行
財
政
の
執
行
体
制
を
整
え
、

国
県
の
行
財
政
改
革
に
対
応
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
央
の
情

と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
実

情
を
で
き
る
だ
け
広
く
深
く
認
識
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
も
二
期
呂
町
長
に
就
任
以
来
、

早
く
も
後
半
二
年
の
折
り
返
し
点
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
下
の
地
方
の
行
財
政
を
取
り
巻

く
情
勢
は
械
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
就
任
以
来
の
歩
み
を
こ
の

際
謙
虚
に
反
省
し
な
が
ら
、

か
節
約

と
選
択
。
を
合
い

言
葉
と
し
て
こ
の

難
関
を
乗
り
越
え
て
い
く
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
皆
き
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
国
・
地
方
を
通
じ
る
こ

の
厳
し
い
現
状
に
十
分
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
き
っ
と
い
た
し
ま

す。

議

員

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。輝

か
し
い
新
春
に
当
た
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
八
月
二
日
、
待
望
の
生
比
奈

小
学
校
改
築
工
事
に
着
手
し
、
関
係

各
位
の
絶
大
な
ご
支
援
ご
協
力
に
よ

り
、
年
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を

終
わ
り
年
明
け
早
々
か
ら
仕
上
げ
の

工
事
に
は
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
春
三
月
末
に
は
教
室
部
分
が
完
成

し
、
新
学
期
か
ら
新
し
い
教
室
で
、

喜
び
い
っ
ぱ
い
に
勉
強
す
る
子
供
た

ち
の
顔
を
今
か
ら
思
い
浮
か
べ
て
い

ま
す
。こ

の
ほ
か
、
継
続
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
県
営
畑
地
帯
総
合

土
地
改
良
事
業
を
は
じ
め
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
、
農
村
地
域
定
住 

促
進
対
策
事
業
、
新
地
域
農
業
生
産

総
合
振
興
事
業
、
地
域
改
善
特
別
対

策
事
業
、
辺
地
対
策
事
業
な
ど
、
一

連
の
国
県
の
補
助
事
業
は
国
の
厳
し

い
財
政
再
建
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
関
係
各
位
の
ご
援
助
ご
協
力
の

も
と
に
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
行
し

て
お
り
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
着

手
し
ま
し
た
新
農
業
構
造
改
善
事
業

も
、
長
者
ケ
原
の
高
冷
地
野
菜
団
地

の
造
成
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
の

工
事
に
着
工
し
、
新
年
度
か
ら
は
沼

江
石
原
地
区
の
ほ
場
盤
備
事
業
に
菊

工
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
の
み

か
ん
寒
凍
害
以
来
町
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
か
勝
浦
農
業
再
生

三
か
年
対
策
。
も
、
前
述
の
補
助
事

業
に
町
単
独
の
施
設
閤
芸
奨
励
事
業、

換
金
作
物
導
入
対
策
事
業
、
農
道
の

、¥」

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ


勝
浦
町
議
会

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
町
民
み
な
さ

ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

生
比
奈
小
学
校
建
設
の
っ
ち
音
も

高
く
明
け
た
昭
和
五
十
九
年
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
極
め
て
き
び
し
い
社
会

状
勢
の
中
で
産
業
振
興
の
た
め
の
牒

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

・
勝
村
定

住
促
進
対
策
事
業
・
新
農
業
構
造
改

善
事
業
、
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
等

を
推
進
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
つ

と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
本
町

の
行
財
政
は
楽
観
を
許
さ
な
い
き
び

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
新
年
に
あ
た
り
心
を

ひ
き
し
め
住
民
の
代
表
者
と
し
て
地

域
住
民
の
要
請
を
最
大
限
に
生
か
し

た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
み
な
さ
ん
の
格
別
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

議

長

副
議
長

山山
本下

美 笠
芳 務

"""""""""""""" 

長

田

工

川

口

幸

一

中

西

啓

岡

本

条

一

井

出

幸

夫

折
部
健

一
郎

宮

本

政

明

河

野

チ

ヅ

岡
本

富
治

押

栗

義

雄

若

木

叢

岡

重

夫

西

演

勝

己

平

岡

武

満

口

良

一

中

西

晴

美 
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あけましておめでとうございます



(3) 昭和 59年 1月 1日 1;込 フ ら 第 163号ずコ 

おめでとう 20歳
 

59年勝浦町成人式 1月2日

お
め
で
と
う
二
十
歳
。

成
人
式
を
迎
、
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は

一
人
前
の
大
人
と
し
て
、
ま
た
、

一

人
の
社
会
人
と
し
て
、
新
し
い
門
出

の
年
で
す
。

一
月
二
目
、
午
前
九
時
か
ら
住
民

福

祉

セ

ン

タ

で

「
成
人
式
」
が
行

わ
れ
ま
す

「成
人
式
」
は
大
人
に
な

っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と

す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
意
義
深
い

式
で
す
。

成
人
式
の
兵
の
意
義
を
理
解
し
て
、

簡
素
な
服
装
で
全
員
出
席
し
ま
し
ょ

ノ、「
。

J

H

mt

〈
男
子
〉

秋
田
安
司
・和
泉
計
貝
・
五
十
川
義
広

市
川
耕
司

・
井

出

版

・
稲
井
耕
作

稲
川

浩
・
井
上
玄
雄

・
岩
田
晴
夫

岩
本
光
博

・
上
平
博
幸

・
鵜
滞
良
安

大

西

章

也

・

岡

雅

文

・

附

本

実

抑
菜
克
幸

・
稼
軌
阿
武
夫

・
勝
本
幸
男

亀
井
政
則

・
北
内
敏
光

・
北
楽
孝
彦

木

原

弘

・久
保
年
久
・久
保
田
義
明

合
同
川
村
二

・
小
出

一
仙沼

・
布
部
大
作

斎

藤

弘

・

排

出

�

 生

・
惚
木
克
行

治
水
俊
之

・
消
水
失
明

・
鈴
木
孝
司

軸
万
四
時
史

・
高
木
陽
一

・
高

瀬

元

高

怖

稔

・
高
山
�
 

・
潟
口
隆
佳

は
た
ち
に
な

っ
た
ば
か
り
な
の
に、

年
金
の
話
な
ん
て
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
年
金
は
お
年
寄
り
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
お
互
い
に
協
力
し
合

っ

て
、
将
来
に
備
え
る
�
 
H

貯
金
々
で
あ

る
と
同
時
に
、
交
通
事
故
な
と
不
慮

の
場
合
に
役
立
つ
�
 保
険
。
な
の
で

す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
か

ら
五
ト
九
歳
ま
で
の
人
は
、
八
様
類

あ
る
年
金
の
ど
れ
か
に
入
ら
な
け
れ

成
人
式
該
当
者
名
簿


竹
林
和
彦
・
竹
林
車
附

・
田
中
和
義

谷
口
健
五
口
・
谷
添
成

一
・
凹
村
健
二

川
町
井
康
明

・
登
木
美
次

・
中

仁
志

中
田
裕
記

・
中
出
紙
文

・
中
西
正
史

中
野
雅
史

・
西
川
大
古
・
野
上
初
彦

僑
本
修
始

・
東
村
町
志
・
平
岡
盾
樹


平
白
田
敏
幸

・
増
井
秀
典

・
松
並
正

一


溝
上
信
弘

・
宮
本
利
弥

・
宮
本
雅
文


宮
本
昌
之

・
向
山
公
人

・
村
上
広
立


山
川
芳
博

・
山
田
純
也

・
山
田
徳
久


山
回
文
犬

・
山
四
好
信

・
山
丸
欽
嗣


山

本

姿

・

ω戊
敏
明


〈
女
子
〉

背
木
悦
子

・
阿
部
江
利

・
庵
本
敬
香

H

ば
な
り
ま
せ
ん
。

は
た
ち
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

従
業
員
が
五
人
以
上
の
会
社
や
役

所
、
学
校
な
ど
に
勤
め
て
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
人
は
、
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
と
い
っ
た
年
金
に
自
動
的
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
、
例
え
ば

自
営
業
の
人
な
ど
は
、
は
た
ち
に
な

っ
た
と
き
、
自
分
で
手
続
き
を
し
て

「国
民
年
金
」
に
加
入
し
ま
す
。

井
口
弘
子
・石
花
加
容
子
・岩
下
忠
子

岩
本
岐
志
子
・上
岡
美
代
子
・上
野
美
子

大
栗
美
和
・大
谷
み
ど
り
・
問
真
知
子

岡
山
久
子
・柿
本
実
千
枚
・
加
藤
幸
子

桂

玲

代

・

神
子
弘
美

・
川
上
栄
子

様
口
泰
子
・島
ゆ
か
り

・清
水
美
智
子

数
川
恵
理

・
鈴
木
初
美

・
高
木

一
子

高
田
雪
美

・
総
川
恵
子

・
滝
本
由
美

多
国
小
百
合
・立
石
小
百
合
・谷
美
智
代

谷
口
な
ぎ
さ
・寺
尾
智
代
美
・中
恨
由
美

永
井
政
子
・新

居

文

・野
神
美
枝
子

僑
谷
明
代

・
漬

梢

代

・
久
積
秀
美

平
畠
ひ
と
み

・甫
坂
美
紀
・
甫
坂
若
美

前
田
久
美
・前
回
み
ど
り
・
-
県
木
智
子

松
浦
一
恵
・水
口
小
百
合
・
村
上
恵
美

矢
島
一稲
恵
・柳
谷
其
由
美
・山
上
世
津
子

山
口
浩
代
・

山
路
由
香

・
山
田
洋
子

陽
地
美
智
代

・
米
津
和
美
�
 

(敬
称
略
)

は
だ
ち
に
な
つ
だ
ら
国
民
年
金

成人の日

J

V V
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

次
の
人
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

①
牒
業

・
漁
業

・
商
業
な
ど
の
自
営

業
や
、
自
由
業
に
つ
い
て
い
る
人

②
従
業
只
四
人
以
下
の
会
社
に
勤
め

る
人
と
、
そ
の
家
族

③
現
在
、
無
職
の
人
�
 

希
望
す
れ
ば
「
国
民
年
金
」
に

加
入
で
き
る
人

次
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

①
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

〆d

②
昼
間
部
の
大
学
生

い
ま
ま
で
、
と
の
年
金
に
も
入

っ


て
い
な
か

っ
た
人
は
、
は
た
ち
に
な


っ
た
と
き
、
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し


ま
1
ν
ょ、っ
。


手
続
き
は
印
鑑
持
参
の
上

住
民
福
祉
課
で

一¥
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MUS04
テキストボックス
はたちの実感

MUS04
テキストボックス
はたちになったら国民年金
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人
種
差
別
の
撤
廃
条
約
に
つ
い
て


先
月
号
の
広
報
で
、

世
界
人
権
宣
言
三
十

五
周
年
の
人
権
週
間

に
あ
た
り
世
界
人
権

宣
言
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
「
人
種
差
別

徹
廃
条
約
」
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
。

人
種
差
別
撤

廃
条
約
と
は

こ
の
条
約
は
、
昭

和
四
十
年
(
一
九
六

五
年
)
十
二
月
二
十

一
日
に
国
連
の
第
二

十
回
総
会
で
採
択
さ

れ
た
「
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
人
種
差
別
徹
廃

に
関
す
る
国
際
条
約
」

で
、
三
部
二
十
五
条
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
す
で
に
百
二
十
か
国
近
く
の

国
が
批
准
し
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国

は
ま
だ
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
条
約
で
特
に
注
目
さ
れ
る
条

項
は
次
の
と
お
り
て
す
。

①
第
一
条
の
第
一
一
項
の
人
種
差
別

の
定
義
の
中
で
、
「
人
種
、
皮
膚
の
色
、

門
地
又
は
民
族
的
も
し
く
は
種
族
的

出
身
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
区
別
、
除

動
す
る
こ
と
を
許
き
な
い
」
と
極
め

て
厳
し
い
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

④
以
上
②
③
で
は
、

人
種
的
差
別

の
禁
止
を
定
め
た
点
で
注
目
す
べ
き

事
項
を
紹
介
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ

の
条
約
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
な
く
、

現
実
に
あ
る
差
別
さ
れ
た
実
態
を
解

消
す
る
た
め
に
、
と
ら
れ
る
積
極
的

な
施
策
は
、
差
別
と
み
な
さ
な
い
と

規
定
す
る
(
第
一
条
第
四
墳
)
と
と

も
に
、
積
極
的
に
、
そ
う
し
た
施
策

を
と
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(
第

二
条
、
第
二
項 
)

例
え
ば
、
第
二
条
第
二
項
て
は
「
当

事
国
は
、
状
況
の
求
め
る
と
こ
ろ
に

従
い
、
当
事
国
に
属
す
る
特
定
の
人

極
的
集
団
又
は
個
人
が
、
人
権
及
び

基
本
的
自
由
を
完
全
か
っ
平
等
に
享

有
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
、

社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
及
び
そ

の
他
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
集
団

又
は
個
人
の
十
分
な
発
展
及
び
保
護

を
確
保
す
る
特
別
か
つ
具
体
的
な
措

置
を
と
る
」
と
定
め
て
い
る
。
も

っ

と
も
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
「
そ
の
結

果
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
後
、
い
か

な
る
場
合
に
も
、
即
興
な
る
人
極
的
集

団
に
対
し
不
平
等
な
又
は
別
例
の
権

利
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤
次
い
で
こ
の
条
約
で
は
、
人
種

差
別
を
徹
廃
し
て
い
く
上
て
、
教
育

の
果
す
重
大
な
役
割
を
明
確
に
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
差
別
徹
廃
の
た
め

の
運
動
を
奨
励
す
る
こ
と
の
必
要
性

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
教
育
に
関
し
て
は
、
第

七
条
、
「
当
事
国
は
、
人
種
差
別
に
導

く
偏
見
と
闘
い
、
諸
国
間
及
び
人
種

的
又
は
種
族
的
集
団
の
聞
に
お
け
る

理
解
、
党
容
及
び
友
好
関
係
を
促
進

し
、
並
び
に
国
際
連
合
憲
章
の
目
的

と
原
則
、
世
界
人
権
宣
言
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
人
種
差
別
撤
廃
に
関
す
る

国
際
連
合
宣
言
及
び
こ
の
条
約
を
普

及
さ
せ
る
た
め
、
特
に
、
教
授
、
教

育
、
文
化
及
び
情
報
の
分
野
に
お
い

て
迅
速
か
つ
実
効
的
な
措
置
を
と
る

こ
と
を
約
束
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。

⑥
こ
の
条
約
が
批
准
さ
れ
て
も
そ

れ
に
違
反
し
た
問
題
が
あ
っ
た
場
合

様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
守

ら
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
第
六
条
で
人
種
差
別
に

よ
る
権
利
侵
害
に
対
す
る
救
済
が
、

「
当
事
国
は
、
そ
の
管
轄
権
内
に
あ
る

す
べ
て
の
人
に
対
し
、
権
限
を
有
す

る
圏
内
裁
判
所
、
及
び
そ
の
他
の
国

家
機
関
に
よ
っ
て
、
こ
の
条
約
に
反

し
て
、
人
権
と
基
本
的
自
由
を
侵
害

す
る
人
極
的
差
別
行
為
に
対
し
、
笑

効
的
な
保
護
と
救
済
を
、
そ
し
て
差

別
の
結
果
被

っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
損
害

に
対
す
る
正
当
か
つ
完
全
な
保
降
、

若
し
く
は
賠
償
を
求
め
る
権
利
を
保

障
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会

が
十
八
人
の
専
門
家
に
よ

っ
て
つ
く

ら
れ
、
当
事
国
か
ら
提
出
さ
れ
る
報

告
書
を
審
議
し
、
一
般
的
な
勧
告
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
こ
の

外
、
制
約
又
は
優
先
を
い
う
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
約
で
い
う

「人
種
差
別
」
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
通

常
理
解
す
る
狭
い
意
味
で
の
「
人
種

で
は
な
く
(
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
含
ん

で
い
る
が 
)、
門
地
、
氏
族
、
種
族
を

も
含
ん
だ
、
広
い
概
念
で
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
わ
が
国
に
お
け
る
部
落
問
題
、

ア
イ
ヌ
問
題
、
沖
縄
問
題
、
復
臼
斡

国
人
・
朝
鮮
人
問
問
問
等
も
、
こ
の
条

約
の
定
義
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。②

次
に
、
人
種
差
別
を
祭
止
す
る


分
野
に
つ
い
て
い
え
ば
、
実
に
広
範


な
分
野
を
、
そ
の
対
象
と
し
て
い
る


こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
こ
の
点
、
第
 L

一
条
の
第
一
項
で
は
「
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
又
は
そ
の

他
の
す
べ
て
の
公
的
生
活
分
野
に
お

け
る
人
権
・
-
」
と
定
め
、
第
五

条
に
お
い
て
、
私
的
生
活
を
も
含
め

た
、
全
般
的
な
分
野
に
お
け
る
差
別

を
禁
止
し
て
い
る
。

そ
の
概
容
は
以
下
の
と
お
り
。
同

法
廷
、
そ
の
他
司
法
機
関
に
お
い
て

平
等
に
取
り
扱
わ
れ
る
権
利
、
川
暴

力
行
為
、
又
は
身
体
の
危
害
に
対
す

る
安
全
、
並
び
に
保
護
を
受
け
る
権

利、

ω

え
ば
、
労
働
・
職
業
の
自
由
な
選
択

の
権
利
、
住
居
に
対
す
る
権
利
、
教

育
、
及
び
訓
練
を
受
け
る
権
利
等 
)、

川
社
会
生
活
、
例
、
え
ば
、
交
通
運
輸

機
関
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
広
、
劇
場
、

公
園
等
を
利
用
す
る
権
利
。

③
人
極
的
優
越
主
義
に
基
づ
く
差

別
、
な
ら
び
に
煽
動
は
、
こ
の
条
約

の
第
四
条
に
よ

っ
て
厳
し
く
処
罰
さ項

れ
て
い
る
。
即
ち
、
第
四
条
の

ω

で
は
「
人
樋
的
優
総
又
は
憎
悪
に
基

つ
く
思
想
の
あ
ら
ゆ
る
流
布
、
人
極

的
差
別
の
煽
動
、
並
び
に
い
か
な
る

人
種
又
は
皮
膚
の
色
も
し
く
は
民
族

的
出
身
を
輿
に
す
る
人
々
の
集
団
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
行
為
又
は
こ

れ
ら
の
行
為
の
煽
動
、
及
び
人
極
的

差
別
に
対
す
る
財
政
媛
助
を
含
む
い

か
な
る
援
助
の
供
与
も
、
法
律
に
よ

っ
て
処
齢
制
さ
れ
る
べ
き
犯
罪
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
し
、
仙
川
項
で

は
「
人
極
的
差
別
を
助
長
し
煽
動
す

る
団
体
並
び
に
組
織
的
宣
伝
活
動
及

び
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
宣
伝
活
動
が
違

法
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
か
っ
禁
止

し
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
団
体
又
は
活

動
へ
の
参
加
が
法
律
に
よ
っ
て
処
罰

さ
れ
る
べ
き
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
認

め
る
」
と
定
め
、

ω項
で
は
「
国
又

は
地
方
の
公
権
力
又
は
公
的
公
益
団

体
が
人
後
的
差
別
を
助
長
し
又
は
煽

政
治
的
、
特
に
参
政
権
、
及

び
公
務
に
就
く
権
利
、
同
そ
の
他
の

市
民
権
、
同
経
済
的
文
化
的
権
利 
(例

MUS04
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報
告
瞥
は
、

一
年
以
内
、

二
年
ご
と

定
期
的
、
委
員
会
の
南
京
鯖
の
あ
る
と

き
に
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。)

こ
の
他
、
当
事
国
に
よ
る
苦
情
の

申
立
、
あ
る
い
は
、
個
人
、
又
は
集

団
に
よ
る
苦
情
の
申
立
を
、
人
種
差

別
撤
廃
委
員
会
に
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。 

(解
放
出
版
社

「
人
種
差
別
撤
廃
条

約
の
早
期
批
准
の
た
め
に
」
か
ら
抜

粋
し
た
も
の
で
す 
)

寒
窓
口
後
の
昭
和
五
十
六
、
五
寸
七

年
度
に
お
い
て
約
四
百
ド
μ実
施
さ
れ

た
改
組
事
業
も
、
本
年
度
は
別
表
の

と
お
り
約
十
九
わり
の
見
込
み
で
あ
り
、

寒
害
復
興
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て

き
た
感
じ
が
し
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
今
後
の
取
り

組
み
方
な
ど
重
点
的
な
事
項
に
つ
い

て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
ス
ダ
チ
の
推
進

勝
浦
町
農
業
振
興
実
施
目
標
の
最

大
の
柱
と
な

っ
て
い
る
ス
ダ
チ
に

つ

い
て
は
、
昭
和
六
十
年
度
に
二
一白
片
付

の
大
目
機
を
た
て
て
検
逃
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
ま
で
の
見
込
み
で
は

目
標
の
約
四
分

一
の
五
十
円ら
が
や

っ

と
の
状
況
で
あ
り
、
特
に
生
比
奈
良

協
管
内
で
の
植
栽
が
非
常
に
少
な
く
、

ゆ
ず
、
ゆ
こ
う
等
適
地
性
的
に
判
断

し
て
取
り
組
み
に
く
い
も
の
は
別
と

し
て
、
ス
タ
チ
の
推
進
に
つ
い
て
は

今
後
の
重
点
振
興
が
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

昨
今
の
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
諸

情
勢
か
ら
み
て
も
、
ス
ダ
チ
を
経
営

の
一
環
に
加
、
え
る
べ
き
で
あ
り
、
す 

で
に
一
部
の
農
家
は
、
自
家
労
力
の

配
分
等
を
考
慮
し
、
ハ
ウ
ス
(
加
温
、

無
加
温 
)
栽
培
、
露
地
(
貯
蔵
用
含

む
)
栽
培
を
と
り
入
れ
相
当
の
成
果

を
得
て
い
ま
す
。

。
山
も
も
、
ビ
ワ
の
推
進

初
夏
に
き
わ
や
か
な
風
味
と
し
て

特
に
都
会
人
か
ら
は
郷
愁
を
さ
そ
わ

れ
る
果
実
と
し
て
期
待
さ
れ
る
山
も

も
、
ヒ
ワ
に
つ
い
て
は
、
栽
培
も
比

較
的
や
さ
し
い
わ
り
に
全
国
ど
こ
に

で
も
増
産
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

本
町
の
地
の
利
を
生
か
し
、
山
も
も

は
、
尾
根
や
比
較
的
痩
地
に
、
ビ
ワ

は
、
温
暖
で
風
当
り
の
少
な
い
所
を

選
定
し
て
植
栽
す
れ
ば
、
十
分
期
待

で
き
る
果
実
と
い
、
え
ま
す
。

。
落
糞
果
樹
の
推
進

梅
、
柿
等
に
つ
い
て
は
、
目
標
面

積
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

一

部
に
は
、
梢
栽
後
の
管
理
が
十
分
ゆ

き
と
ど
い
て
い
な
い
闘
が
散
見
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
管
理
の
徹
底
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ュ
!
イ

フ
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
生
産
過
剰

の
傾
向
等
に
よ
っ
て
将
来
が
非
常
に

心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
常
に
最
上
の

果
実
が
収
機
で
き
る
よ
う
肥
暗
管
理

に
カ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

。
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
推
進

特
異
な
も
の
と
し
て
勝
浦
町
農
協

管
内
を
主
体
と
し
て
、
本
年
度
で

一
・

五
に
の
植
栽
が
さ
れ
ま
す
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
に
つ
い
て
の
詳
細
は

昨
年
四
月
号
の
広
報
で
説
明
を
し
ま

し
た
が
、
こ
の
栽
培
に
つ
い
て
は
比

較
的
や
さ
し
く
、
地
え
付
け
後
三
1

凶
年
で
収
機
で
き
、
最
近
の
市
況
で

は
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
四
月
(
ハ
ウ

ス
加
温
)
五
千
円
、
五
月
(
ハ
ウ
ス

無
加
温
)
千
五
百
円、

六
月
(
露
地
)

千
円
見
当
で
取
り
引
き
さ
れ
て
お
り

消
費
も
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
確
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
は
、
果
実
が
青
果
用

と
薬
用
に
販
売
で
き
る
な
ど
将
来
有

望
と
恩
わ
れ
ま
す
の
で
お
お
い
に
相

殺
さ
れ
た
い
作
物
で
す
。

。
不
作
付
地
に
つ
い
て

不
作
付
地
の
面
積
が
、
昭
和
五
十

年
度
か
ら
の
累
積
で
約
百
六
九!日
に
達

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
先
祖
が
丹

精
こ
め
て
管
理
し
て
き
た
燥
地
が
消

失
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
で
き
る
だ
け
農
道
の
整
備

等
を
行
な
い
、
管
理
作
業
に
精
を
出

し
、
武
重
な
股
地
を
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

種類 作 物 名 �  1I操事7甫町協 生農上E奈協 計

ゆ
句� . 

7」 1.78 0.08 1 .86 

ゆ ず� 1 . 10 0.08 1 . 18 

か す� fこ ち� 1 .63 0.12 1.75 

ん はっさく�  0.26 0.89 1 . 1 5 

」2玄 だ， ，、fこ，、� 0.04 0.04 

イコ き よ み� O. 12 O. 12 

~N ~r んかん 0.20 0.21 0.41 

つ じ」 0.05 0.05 

あまなつ�  0.05 0.05 

常
緑 や ま も も �  0.325 0.38 0.705 
果
fきf しに わ� 0.03 0.03 

きゅうし、� 0.31 0.79 1 . 10 
落

つ め� 1 . 19 1.19 
業� 

果
0.24 0.24 

樹
カ主 き� 0.20 o . 20 

そ の他�  0. 185 o . 1 0.285 

そ さんしょう� 1 .20 1 . 20 
グコ� 
ll!.f
f

し き み� 1.63 0.39 2.02 
乍
守frJ かぽ〈類�  0.06 0.06 

野 菜� O. 10 o . 10 

保作{すJtl 4. 17 1 . 41 5.58 

ζロ入� ~i 14 .84 4.48 19 .32 

別表昭和58年度事業の内訳 (単位 ha ) 

-¥v  
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改良事業の実施状況と重点推進作物
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中
学
生
の

税
に
関
す
る
作
文

今
ま
で
秘
は
税
金
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
ほ
と
ん
と
と
い
っ
て
い
い
ぐ

ら
い
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
税

金
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
な
ど
ま

っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

あ
る
日
、
私
は
役
場
に
い
っ
て
税

金
の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
そ

こ
の
係
の
人
は
親
切
に
い
ろ
い

ろ
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
税
金
に
は
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
っ
て
、
国
税
と

地
方
税
、
地
方
税
の
中
で
も
都
道
府

県
税

・
市
町
村

税
と
分
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
そ
の
中
に

も
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
る
中
で

私
の
家
族
に
も

っ
と
も
関
係
が
深
い

の
は
、
市
町
村
税
の
中
の
国
民
健

康
保
険
税
で
す
。

私
の
家
族
が
元
気
な
と
き
は
国
民

健
康
保
険
税
な
ん
て
た
い
そ
う
な
だ

け
だ
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い

ざ
病
気
を
し
て
み
る
と
そ
の
あ
り
が

た
さ
が
分
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
家
族
の
中
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
あ
い
つ
い
で
病
気

と
な
り
、
特
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
長

い
間
わ
ず
ら
い
ま
し
た
。
私
は
『
た

く
さ
ん
入
院
代
が
か
か
る
ん
だ
ろ
う

な
あ
』
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
五

万
一
千
円
を
超
、
え
る
と
役
場
が
負
担

し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

私
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
今
ま
で

入
院
費
は
す
べ
て
自
分
の
家
で
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
と
く
に
こ

の
勝
浦
で

は
雪
の
た
め
み
か
ん
が
枯
れ
て
し
ま

い
、
お
金
が
入
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。

で
も
三
割
は
自
分
で
負
担
で
す
が
七

割
は
役
場
が
負
担
し
て
く
れ
る
な
ん

て
、
税
金
の
あ
り
が
た
み
を
私
は
知

り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

「
え

え
制
度
じ
ゃ
。

こ
の
制
度
か
な
か

っ

た
ら
と
っ
く
に
死
ん
で
い
る
だ
ろ
う
」

税について

勝浦中学校 
  
3年


県入選¥ 
岩崎多希子

作から

と
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
を
聞
い
て
本
当
に
続
金
は

こ
の
世
の
中
で
役
に
立

っ
て
い
る
ん

だ
な
あ
。
税
金
が
も
し
な
か

っ
た
ら

私
の
家
は
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
。
税
金
の
お
か
げ
で
私
の
家
族
は

み
ん
な
安
心
し
て
病
気
の
治
療
を
受

け
る
こ
と
か
で
き
て
、
元
気
に
な
っ

て
も
ど
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
ん

だ
と
改
め
て
思
い
、
と
て
も
税
金
に

感
謝
し
て
い
ま
す
?

私
は
昔
、
こ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。

税
金
と
い
う
も
の
は
、
せ

っ
か
く
働

い
た
お
金
な
の
に
そ
こ
か
ら
差
し
引

か
れ
て
、
煩
だ
な
あ
、
と
。
で
も
税

金
の
こ
と
を
知
り
、
私
の
家
庭
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
確

信
し
た
今
、
昔
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え

て
い
た
自
分
が
は
ず
か
し
く
な
り
ま

す
。
私
は
税
金
の
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
く
、
理
解
し
よ
う
と

し
な
か
っ
た
の
で
す
。
�
 

私
の
家
庭
は
税
金
に
よ
っ
て
救
わ

れ
た
の
で
す
。
も
し
税
金
が
な
か
っ

た
ら
、
私
は
と
て
も
悲
し
い
思
い
を

し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
家
族
み
ん
な

が
こ
う
や
っ
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の

も
み
ん
な
税
金
の
お
か
げ
で
す
。
税

金
に
あ
り
が
と
う
と
い
い
た
い
。

私
が
大
人
に
な

っ
た
ら
き
っ
と
笑

顔
で
税
金
が
払
え
る
で
し
ょ
う
。
�
 

め
ざ
せ
/

A
O
V
A
Y
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
λ
V
A
v
-
A
V
A
O
V
A
V
A
O
V
A
V
A
O
Y

上
位
進
出

勝
浦
コ
�
 ス
を
採
用

ご
声
援
く
だ
さ
い

各
選
手
と
も
一
ケ
タ
台
入
り
を
目
指

し
て
、
今
ま
で
以
上
に
奮
起
し
て

い

ま
す
。

勝
浦
コ
�
 l
ス
と
通
過
時
刻
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん

の
こ
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
�
 

14:26
「¥ー

(中)横瀬小学校前(再スタート� )14:10 

5.1km 

船崎新聞庖前� 

7.2km 

l

(高)天理教勝浦介教会前� 

5.1km 

(女)イ タミ釣具広前� 

3.0km 

(女)うなぎ屋前 

3.0km 

14:48 

15:02 

『司4‘� 

~ - :.........“体

15:14 

徳島新聞社前(決勝点)15:26 

※(中)は中学生，(高)は高校生の指定
区間，時刻は|位の予想通過時刻

新春に向けて強化に励む選手団
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テキストボックス
第30回徳島駅伝大会めざせ上位進出勝浦コースを採用ご声援ください
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一肉舎一

一川俣一

一与予一

，、、

'¥  

藍青賞受賞おめでとう


ホ
タ
ル
狩
り
を
通
じ
て
の

社
会
的
奉
住
活
動

き
る
十
二
月
三
日、

第
五
回
獲
背
賞
授
与

式
が
昭
和
会
館
で
行

わ
れ
、
団
体
の
部
で

与
川
内
子
供
会 

(
小

交
歓
会
、
作
文 
(
励
ま
し
作
文 
)
、
絵

谷
泰
広
会
長
ほ
か
三

シ

十
五
人 
)
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

与
川
内
子
供
会
は
、

昭
和
五
十
一
年
か
ら

毎
年
初
夏
に
子
供
会

の
行
事
、
奉
仕
活
動

と
し
て
ホ
タ
ル
狩
り

を
行
い
、
慈
悲
院
の

恵
ま
れ
な
い
子
供
た

l

ち
に
、
都
会
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い

ホ
タ
ル
を
贈

っ
て
大
変
喜
ば
れ
て
き

ま
し
た
。

ョ
ン
、
楽
し
い
夕
食
会
な
ど
を
し
て

交
流
を
深
め
、
日
没
後
は
み
ん
な
で

楽
し
く
ホ
タ
ル
狩
り
を
行

っ
て
有
意

義
な
一
白
を
過
し
ま
し
た
。

こ
の
貨
は
子
供
た
ち
の
こ
う
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
社

会
制
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

社
会
連
帯
感
の
町
出
向
と
社
会
精
神
を

養
う
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
活
動 

(
社

会
的
奉
仕
活
動
)
に
対
し
て
授
与
さ

れ
た
も
の
で
す
。

保
育
所
入
所
申
請

受

け

付

け

1
月
何
日 

幻
日

昭
和
五
十
九
年
度
の
保
育
所
入
所

申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

。
申
続
受
付
日
時

機

瀬

保

育

所 

1
月
初
日
附

生
比
奈
保
育
所 

1
月
白
日
附

沼

江

保

育

所 

1
月
幻
自
幽

受
け
付
け
時
間
は
各
保
育
所
と
も


午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。


@
申
繍
手
続
き

i


①
入
所
申
梢
容
は
家
族
の
か
だ
が


ご
持
参
く
だ
さ
い
。


②
本
年
度
初
め
て
入
所
さ
れ
る
場


ム
ロ
は
児
童
を
同
伴
し
て
く
だ
さ


な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
個
人
に

通
知
し
ま
す
。 

特
に
今
年 

(
六
月
十
一
日 
)
は
慈

恵
院
の
子
供
た
ち
を
与
川
内
へ
迎
え
、

の
交
換
、
紙
芝
居
、
レ
ク
リ
ェ

給
与
支
払
報
告
書

1
月
別
固
ま
で
に

常
時
二
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
、
前
年
中
に
支

払
っ
た
賃
金
や
給
与
な
ど
の

「
給
与

支
払
報
告
書
」
を

一
月
三
十

一
日
ま

で
に
税
務
署
か
役
場
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
事
業
主
に
対
し

義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ

れ
を
怠
る
と
倒
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
報
告
書
に
よ

っ
て
、
従
業
員

は
給
与
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
、
給

与
所
得
の
み
の
納
税
者
は
税
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
雇
用
主
」
の
か
た
は
、
必
ず
一

月
三
十

一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

提
出
は 

紹
介
し
ま
す

民
生
委
員

昭
和
五
十
八
年
十
二
月

一
日
付
け

で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
次

の
二
十
三
人
の
か
た
が
民
生
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略 
)

坂

本

西

地

区

西

尾

鋒

坂

本

北

地

区

林

寅

坂

本

南

地

区

横

山

聖

子

与
川
内
東
地
区

阿

部

ヨ

リ

ヱ

与
川
内

西

地

区

浦

田

義

照

出

見

勢

地

区

中

田

直

稔

前

川

地

区

岡

敬

二

坂
本
母
子
愛
育
班

凶
年
を
迎
え
る
に

あ

た

っ

て

昭
和
四
十
九
年
地
域
の
健
康
を
守


る
た
め
に
坂
本
母
チ
愛
育
班
を
結
成


し
ま
し
た
。
地
道
に
も
奉
仕
の
精
神


で
活
動
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様


の
峻
い
、
ご
指
場
ご
協
力
が
あ

っ


た
か
ら
こ
そ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り


ま
す
。


そ
こ
で
、
こ
の
十
年
目
を
節
と
し

ま
し
て
、
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
の

で
多
数
の
か
た
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

m
き

一
月
十
一
日
(
水
)午
前
十

と

時 
1
午
後
二
時
三
十
分

と
こ
ろ 

坂
本
区
民
集
会
所

潰 

式
典
終
了
後
、
午
後
一

富

重

地

区

中
山
西
地
区

中
山
東
地
区

槻
野
東
地
区

棚
野
西
地
区

久

園

地

区

生
名
西
地
区

生
名
東
地
区

星

谷

地

区

中

角

地

区

黒

岩

地

区

黒

岩

地

区

今

山

地

区

山
西
掛
谷
地
区

沼

江

地

区

石

原

地

区

稲

川

定

雄

定

作

和

明

寒

川

源

八

谷

文

子

原
田
喜
八
郎

中
西
チ
ズ
ミ

野

上

光

男

平

井

カ

勝

谷

克

己

久

保

定

雄

岡

本

福

一

小

西

文

市

樋

野

定

男

篠

山

タ

ミ

高

橋

正

雄

瀬

戸

ゑ

み

・ 次' 
時
か
ら
特
別
講
演
を
行
い
ま
す
。

〔
演
題
〕
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て

〔講
師
〕
県
青
少
年
婦
人
室

乾

晴

美

先

生

式 日 の恒 と出
て館ド でか前 と 例� 11'"づ
くに(場 に た九 時 おの�  R't:; 
だ午雨 集は 時 り l勝� r"/.J
さ前天勝合、三一行浦 民有
い 九の浦し午十月い町�  L羊』� 

4-!
o 時場中て前分十ま消�  
ま合学〈七開五す防�  L.LJ 
では校だ時会日 。団 室n
に 、 クグ.さ 三 ~~

集同ラい十団日
合体ウ 、1壬 分員�  )

出
初� 
式� 

:;:f"‘ .J..¥I、UJ 

し育ン まの午 を ーー-l

さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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栽
培
希
望
者
の

回
目

と
り
ま
と
め

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
以
上
と
恩
わ
れ
ま

昨
年
六
月
に
発
足
し
た
薬
用
槌
物

研
究
会
は
会
員
数
三
十
五
人
、
取
り

組
ん
で
い
る
作
物
は
試
作
も
含
め
六

種
類
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
に
ぶ
ん

に
も
規
模
が
小
き
く
、
産
地
と
し
て

成
り
立
っ
た
め
に
は
今
後
と
も
増
反

と
勉
強
を
重
ね
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

本
研
究
会
で
は
、
オ
ウ
レ
ン
、
キ

ハ
ダ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
サ
ン
シ
ョ
ウ

の
四
品
目
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と

は
本
欄
を
利
用
し
、
た
び
た
び
紹
介

し
て
き
ま
し
た
の
で
ご
存
じ
の
か
た

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
植
え
付
け 
(播

種 
)
か
ら
収
穫
ま
で
に
長
年
月
を
要

水因調j周再編対策


水田の

有効利用の推進

す
る
こ
と
か
ら
、

一
1
三
年
で
収
稜

で
き
、
し
か
も
経
済
的
に
は
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
や
水
稲
以
上
の
収
益
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
勉
強
を
続
け
、

昨
年
会
員
の
代
表
者
が

「
コ
ガ
ネ
パ

ナ
」
「
セ
ネ
ガ
」
の
二
種
に
つ
い
て

試
作
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

予
想

以
上
の
生
育
を
一不
し
、
日
ご
ろ
か
ら

ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
後
藤
、

福
田
両
先
生
も
非
常
に
関
心
を
持

っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
こ
の
二
種
類
に
つ

い
て
の
栽
培
希
望
者
を
取
り
ま
と
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
次
の

事
項
を
承
知
さ
れ
、
き
た
る

一
月
十

日
ま
で
に
産
業
課
へ
お
申
し
出
く
だ

す
が
、
収
機
販
売
時
に
こ
れ
ら
よ
り
、

「
絶
対
に
高
い
」
と
の
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

。
「
コ
ガ
ネ
パ
ナ
」
と
は

中
園
、
シ
ベ
リ
ア
・
が
原
産
地
、
草

丈
は
三
十 
1
六
十
マ。

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
第
三
期

対
策
へ
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
実
施

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
方
針
の
決
定

を
待

っ
て、

薬
用
と
し
て

は
恨
を
用
い
る

ρ

用
途
は
利
尿
、
消

二
月
号
の
広
報
で
詳
細

炎
性
解
熱
、
充
血
性
炎
症
の
除
去
、

炎
症
性
兆
候
の
高
血
圧
動
脈
硬
化
の

予
防
や
治
療
に
用
い
ら
れ
る
。

現
在
経
済
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
国
内
に
は
な
く
、
将
来
有

望
視
さ
れ
て
い
る
。

。
「
セ
ネ
ガ
」
と
は
:
:
:

米
国
北
部
地
方
の
原
産
、
草
丈
は

三
十
今
、
薬
用
と
し
て
は
根
を
用
い

る
。
用
途
は
去
淡
薬
と
し
て
す
ぐ
れ

た
効
果
を
表
わ
し
、
外
国
へ
も
輸
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

で
の
六
年
間
は
目
標
を
達
成
し
、
昭

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9 7 5 4 
日日日日
(月)仕)休:)(水)

手
芸
教
室

踊
り
教
室

音
頭
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

日
日 

ω
着
付
教
室

ロ
日
同
踊
り
教
室 

μ
日

出

文

化

祭

日

日

制

文

化

・
芸
能
位
甲


山
日
附

手
芸
教
室


日
目
白
川
川
踊
り
教
室


初
日
樹
生
花
教
室


幻
日
出
音
頭
教
室


M
H

さ
い
。な

お
、
希
望
者
が
多
い
と
き
は
、

種
子
数
量
が
少
い
の
で
成
績
の
あ
が

り
そ
う
な
園
地
の
か
た
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
環
境
条
件

両
種
と
も
排
水
良
好
、
砂
質
壌
土

埴
質
壌
土
て
耕
土
が
深
く
有
機
質
に

富
む
日
当
り
の
良
い
土
地
に
適
す
る
。

'
栽
培
し
て
ほ
ム
い
園
地

み
か
ん
の
改
植
闘
の
樹
問
、
山
間

棚
田
水
田
、
平
担
地
で
も
地
下
水
位

の
低
い
と
こ
ろ
。

-
栽
培
指
導

栽
培
者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
説

明
会
を
持
ち
、
栽
培
暦
の
配
布
を
行

い
、
不
定
期
的
で
は
あ
る
が
巡
回
指

導
を
行
、
つ 

0

・
販
売

現
在
の
見
通
し
で
は
、
水
稲
、
う

な
い
こ
と
と
、
各
方
面
か
ら
は
、
転


作
奨
励
金
依
存
か
ら
の
早
期
脱
却
が


求
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
に
も
増
し


て
転
作
の
生
産
性
の
向
上
と
そ
の
定


着
化
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま


す
。
し

た
が

っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
度


か
ら
新
た
に
発
足
す
る
第
三
期
対
策


は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、


所
要
の
目
標
面
積
を
達
成
し
つ
つ
、


長
期
的
な
視
点
に
立

っ
て、

需
要
の


動
向
と
地
域
の
実
態
に
即
し
た
転
作


の
定
着
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
転
出
択
し
、
製
作
は
四
十
九
いを
目
標


と
し
て
い
ま
す
。


本
町
に
お
き
ま
し
で
も
、
こ
れ
ま

l

こ
の
目
標
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
ま
た
、
水
田
再
編
対
策
の

日山川

着
付
教
室
、
民
話
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
開
講
し
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
四
日
、
十
五
日
の
文
化

祭
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

十
五
日
の
芸
能
祭
は
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
の

か
た
が
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

水
回
利
用
再
編
対
策
は
、
米
の
生

産
を
計
画
的
に
調
接
す
る
と
と
も
に
、

需
要
の
動
向
に
安
定
的
に
対
応
で
き

る
脱
業
生
産
構
造
の
確
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年

度
か
ら
お
お
む
ね
十
年
間
の
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
第
一

期
、
第
二
期
の
六
年
間
を
経
て
、
昭

和
五
十
九
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
第

三
期

(一二
年
間 
)
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

第
二
期
の
三
年
間
に

つ
い
て
は
予

期
せ
ぬ
不
作
つ
づ
き
と
な
り
ま
し
た

が
米
の
生
産
力
が
依
然
と
し
て
需
要

を
上
回

っ
て
い
る
状
況
に
変
わ
り

和
五
十
八
年
度
も
約
三
十
トい
の
転
作

が
実
地
さ
れ
ま
し
た
が 
-
こ
の
内
に

は
保
全
管
理 

(休
耕 
)
が
相
当
あ
り

ま
す
。

本
町
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
農

業
振
興
実
施
日
僚
を
策
定
し
、
水
田

の
利
用
計
画
と
し
て
、
表
作
五
十
九い

を
米
以
外
の
作
物 

(収
益
性
の
高
い

施
設
野
菜
の
ほ
か
、

需
要
の
多
い
飼

料
作
物
、
麦
、
大
一豆
等
の
特
定
作
物

を
主
体
に
、
そ
の
他
露
地
野
菜
等
)

に
水
田
の
高
度
利
用
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

¥、

¥、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
薬用植物栽培希望者のとりまとめ

MUS04
テキストボックス
水田利用再編対策水田の有効利用の推進

MUS04
テキストボックス
勝浦会館一月行事
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、、F

勝
浦
会
館
で

勝
浦
会
館
で
は
、
地
域
周
辺
と
の

1月14日� 
~15 日

場
所

文
化
祭
と
芸
能
祭
を
開
催
�
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

一
月
七
日
(
土
)

一
月
十
七
日
(
火
)

墨
絵
学
級

場
所

短
歌
学
級

時
間

午
後
七
時
三
十
分
�
 午
後

i

カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
民
話
ほ
か

合

会

場

勝
浦
会
館
、
教
育
集
会

九
時
三
十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

一
月
十
四
日
(
土
)

午
後
一
時
1
午
後
五
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

交
流
を
高
め
、
親
睦
を
図
る
た
め
に

次
の
と
お
り
文
化
祭
と
芸
能
祭
を
行

い
ま
す
。
多
数
の
か
だ
が
ご
観
覧

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

*
文
化
祭	

一
月
十
四
日
か
ら
十
五

日
ま
で
展
示
物
は
生
花
、
盆

栽
、
手
芸
、
書
道
、絵
画
、
そ
の

他
芸
術
作
品

安
芸
能
祭

一
月
十
五
日
午
前
十
時

か
ら
正
午
ま
で
芸
能
種
目
は
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
連
夜
の
出
荷
労
ふ
れ
ば

拒
み
て
息
等
は
今
世
円
出
て
行
く

坂

本

谷

富

士

待
望
の
古
田
蜜
柑
を
接
木
す
る
芽
吹

き
確
か
に
夢
の
膨
ら
む

坂

本

日

浦

翠

峰

百
姓
に
倒
産
な
き
と
直
向
き
に
思
え

ど
貧
ず
し
蜜
柑
採
る
身
は

坂

本

た

に

ふ

じ

え

所
社
会
総
合
大
学

グ
学
習
臼
の
お
知
ら
せ
�
 

時
間

場
所善

意
あ
り
が
と
う

竹
月
日
間
日
�
 
刊
は
月
刊
日

i

成

井

正

己

さ

ん

(
棚

野

�

 
)

朔

一

男

さ

ん

(

与

川

内

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀
行

に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中

角

平

間

豊

子

汐
騒
の
響
き
聞
き
つ
勺
寝
ね
し
夜
よ

旅
は
寂
し
き
夢
の
み
多
し

(
隠
岐

に
て
)

生

名

丸

山

香

月

残
生
の
何
時
ま
で
あ
る
か
知
ら
ね
ど

も
勇
み
て
夫
は
磯
釣
り
に
行
く

掛

谷

斎

藤

重

子

散
り
敷
き
し
柿
の
紅
葉
ぱ
鮮
け
し
一

と
築
拾
い
て
莱
と
な
さ
む

沼

江

大

岡

梅

子

共
存
の
気
持
を
込
め
て
残
し
置
く
柿

の
笑
に
来
る
ひ
よ
ど
り
騒
が
し

横

瀬

稼

勢

広

夫

・
出
豚
は
用
回
{
月
七
日
ま
で
に

二
句
ハ
刀
キ
で

…
送
り
先

勝
浦
町
三
渓

稼
踊
背
広
夫
(
都
且
車
〉
ま
で

町
内
在
住
の
か
だ
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
受
代

一
の
ぜ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
さ
い
。
一
一
C

d

ご
ざ
い
ま
し
た

習
字
学
級

時
間

一
月
十
日
(
火
)

一
月
二
十
四
日
(
火

午
後
七
時
�
 午
後
九
時

i

苔
む
し
て
並
ぶ
祖
霊
の
碑
の
行
年
の

文
字
い
た
く
身
に
ル
む

坂

本

福

良

伴

二

再
三
の
旅
に
土
産
は
い
ら
ね
ど
も
先

祖
に
供
う
る
餅
を
あ
が
な
う

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

孫
等
去
に
し
ま
ま
の
矩
憾
に
正
月
の

お
笑
い
番
組
う
つ
ろ
に
見
て
お
り

横

瀬

中

国

ヤ

ス

ヱ

墜
落
ち
し
土
蔵
に
這
い
つ
く
鳶
紅
業

推
移
は
げ
し
き
世
の
隅
を
み
る

横

瀬

谷

古

口

蔵

田
仕
舞
の
終
り
し
畦
に
野
菊
咲
き
か

す
か
な
風
を
こ
も
ら
し
揺
る
る

横

瀬

広

安

美

枝

子

わ
が
撮
り
し
紅
葉
の
景
色
な
つ
か
し

き
故
郷
の
山
ア
ル
バ
ム
に
映
ゆ

横

瀬

比

留

間

一

草
の
笑
の
ま
つ
わ
る
軍
手
脱
ぎ
捨
て

て
客
の
声
ら
し
足
早
に
ゆ
く

中

山

滋

内

喜
美
代

野
良
着
に
も
付
き
し
草
の
実
取
り
払

い
孫
を
抱
き
上
げ
ば
乳
の
匂
い
す

中

山

菜

城

絹

竹
ざ
お
に
打
て
ば
大
豆
の
爽
さ
け
て

面
白
き
ま
で
大
豆
こ
な
-せ
る

立

川

堀

梅

子

姑
逝
き
て
早
十
年
と
な
り
し
今
日
採

り
終
り
た
る
蜜
柑
供
、
ぇ
む

立

川
竹
田
あ
ゆ
み

開
け
放
つ
窓
辺
に
写
る
白
鷺
は
神
の

使
い
の
よ
う
に
羽
ば
た
く

棚

野

英

見

内
エ
ら
織
の
中
に
道
あ
る
酔
歩
来
て
照

葉
樹
林
の
精
の
輝
く

棚

野

太

田

正

平

農
作
業
住
宅
近
し
カ
ラ
オ
ケ
の
日
毎

開
ゆ
る
現
代
を
問
う

b
l
J
'z
 a-A

m
d

-=

-
μJ

白
川
-

た '

i
 

一

・・

.... 


健康体操教室

|月 8日(日)
|月 22日(日)
午後� 8時一� 9時

横瀬小学校体育館

講師 田村王子先生

一飼い犬は	 白 守、� z、

必ずつないでください一用� 4 月疋例J~\配」と相談 教育相談室� 

1月11日(水) 犬買 日時 |月 6日樹…人権，行政関係 ※相談日 毎週月・水・金曜日� 

4!JL、1月25日(水)んと� 1月20日幽 厚生，樹止関係 午前� 9時一午後� 5時
上 午前� 10時一午後� 3時 ※電話�  2-2511番

成犬� 300円
H	 ※相談員社会教育指導員小犬� 100円 ぜ� 場所住民福祉センター� 2階	

相原亨�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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昭和59年� 1月� 1日

胸部レントゲン検診日程� 山 !s. 棚 中 生 #x. Eド

第163号

凶
持ト岩野角名本角
樫岡原山朔岸吉
本本田下 上岡
美恵紀 あ
綱I茂幸秀美和美福直墨色好け純
子 子明子.!Jl!.枝市美夫子努み高

日 美奈
尖 香代子忠、�  次 紀� 

百
き 破日

傷咳
風・
ニジ

予種フ
防混テ
接合リ

夜間毅急当番表

オ!弓②臼 勝 浦病院�  

電話番号� 

勝浦病院
2-2555 

山西医院� 
2-3027 

湯浅医院
2-2003 

赤岩医院� 
2-2006 

上勝お療所� 
6-0302 

上勝第2診療所� 
5-0152 

4日 」二勝第2診療所

6日 湯浅 医院

⑤日 勝 浦病院�  

10日 赤 岩医院

12日 勝 浦病院�  

14日 よこ勝診療所

⑬日 山 西医院�  

18日 勝浦病院

20日 上勝第2診療所� 

@日 湯 浅医院

24日 勝浦病院�  

26日 赤 岩医院

28日 勝 浦病院�  

30日 上勝診療 所

す
。
ボ
タ
ン
、
金
具
の
な
い
下
山
川
に

し
て
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

戸
籍
の
窓

(敏郎略〉

刊
月
刊
山
日 
1
住
用 
5
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

坂

-v



本
戸
田

「

石

原 

生
ま
れ
た
児

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
五
日
(
水
)

日

)

長

女

防

子

ご
結
婚
お
め
で
と
う

坪

内

良

次

結
晶
制
町

f

官問

削

利

江

小
恰
担
回
生

山
口
加
法
校

f

一
月
十
三
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日 

ヘ
阿
南
市

横

瀬

、『、----
三長長長長長長
女女女女女男男

知日月美久加琢尚

、、ー� 

ヘ

坂

本

上

野

哲

宗

/

坂

本

山

口

英

チ

「

中

山

前

回

治

/
阿
南
市

神
野
裕
資
仙

ヘ

中

山

北

内

康

弘


/
小
訟
島
市

高

見

明

美


&
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

と

き

と
こ
ろ

該
当
児 

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

i
六
月
三
十
日
ま
で
に
生

こ
の
検
診
は
、
随
結
核
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、
肺
ガ
ン
の
早
期
発
見
に

も
役
立
ち
ま
す
。
一
年
以
上
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
受
診
し

十
八
か
月
後
に
一
間

て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

三
時

l

i

と
ニ
ろ

ま
れ
た
児

絞
当
児

接
種
方
法

二
歳 

四
歳
未
満
の
子
で

i

※ 

、、ーーーー-'、、〆〆、ー- 、ーーー' --

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

第
一
期
は
、
一
か
月
ご

と
に
三
因
。
第
二
期
は

三
回
終
了
後
十
二
か
月

乳
児
健
康
診
査

与今屋倒�  
111 
内山谷町�  

、、ーー~、ーーーー---

時
四
井 

y
ズ
エ
(
位
歳
)

北

谷

樹

三

(
礼
歳 
)

猪

谷

政

義

(
お
歳
)

朔

キ

サ

エ 

き

接
極
。

一
月
二
十
七
日

(
金
)

と

午
後
一
時
三
十
分

(
剖
歳 
) 

。
普
段
着
の
ま
ま
で
も
受
け
ら
れ
ま

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
八
年
八
月

一
日 

1
十
一
月
三
十
日
ま
で
に

と
こ
ろ

該
当
児 

接

種

料

無

料

だ
さ
い

。

t晶� PJr l時 問

~ 

付d

石原公会堂 �  

沼江藤本明男織宅機� 

生比予告農協横�  

今山 竹山都栄機宅i葉県場� 

寝岩 谷脇隆雄機宅前� 

9 :30-10 :00 

10 :10-10: 40 

10 :50-11 :30 

11 :40-12 :10 

13 :10-13 :40 

星谷 坂口氏訂正線三主liii 13: 50-14 :30 

農村婦人 の家�  9 :30-10 :10 

;{， 

肘� 

中角 生比奈石油庖償� 

生名 いちょうの木

1支� t品� A円ij 

1tt報電話局i11i 

10: 20-11 :00 

11 :10-11 :50 

13 :00-13 :40 

13 :50-14 :30 

}仏 

ω 

与川内 市の江集会所� 

i車パス縦溺1営業所�  

l傍浦町農協�  

中山 前回胞子線宅横� 

槻野 相原、石油庖前� 

9 :30-10 :10 

10 :20-11: 00 

11 :10-11 :50 

13:00-13:40 

13 :50-14 :30 

y，; 

(月)

与川内事業 所�  

与川内 池田週lU庖横� 

坂本事業所�  

坂本集会所 �  

坂本林 /t;， 三僚宅前� 

f主 土品 日ij 

9 :30-10 :00 

10: 10-10 :40 

10 :50-11 :20 

11 :30-12 :10 

13 :10-13 :40 

14 :00-14:30 

平日午後6笥~翌胡午前99寺 休日午後7時~翌朝午前9筒 種ア

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




